
特別支援教育の充実について

特別支援教育課

① 小・中学校の特別支援学級在籍児童生徒数の増加 Ｈ１９と比べると２倍以上（本県）
② 小・中学校の通級による指導の児童生徒数の増加 Ｈ１９と比べると小学校で２．５倍、中学校で１４倍以上（本県）
③ 特別支援学校の児童生徒数の増加 Ｈ１９と比べると約３５０人の増加（本県）
④ 特別な教育的支援を必要とする児童生徒の在籍状況 小学校・通常の学級（７．１％）、中学校・通常の学級（４．０％）、高等学校（２．４％）

現 状

資料２

基本理念 「地域で共に学び、共に生きる教育」の推進
福島県学校教育審議会 答申 平成２１年９月１８日
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～幼・小・中・高等部（専攻科含む）～

（人）

中３（313人）進路先
・高等部 ：152人
・高 校 ：133人
・専修学校： 11人
・就 職 ： 1人
・その他 ： 16人

中３（42人）進路先
・高 校 ：42人
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小・中学校（通常の学級）、高等学校

～特別な教育的支援を必要とする児童生徒の割合～（％）

① ②

③ ④

H１９比
２倍

H１９比
３５０人
増加

H１９比
小２．５倍
中１４倍以上

小・中学校
全国 ６．５％（H24)
福島県６．０％（H30)

通級による指導とは
通常の学級に在籍する軽
度の障がいがある児童生徒
に対して個別指導を中心と
した特別の指導を提供する
教育です。指導時間は週
あたり１～８数単位時間。
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特別支援学校

「縦と横」を
つなぐ・支える

特別支援教育センター

各教育事務所

地域支援チーム

障がいのあるなしにかかわらず、安心して学べる、
子育てできる「ふくしま」を目指します

入学にあたって
情報がほしい

小学校
就学前

高等学校

中学校

卒業後

継続的に支援
してほしい

自分に合った職業
が見つからない…

子どもとどのように
関わってよいかわ
からない

自立できる
のか心配

教育 福祉

労働医療 保健

関係機関の連携

・乳幼児親子教室の開催
・子育てや就学に関する相談
・幼稚園等への訪問支援 等

・学校への訪問支援
・ケース会議の参加
・研修会の実施
・保護者への相談支援
・個別の教育支援計画の
作成・活用への助言

・学校への訪問支援
・ケース会議の参加
・研修会の実施
・進学に関する情報提供
・個別の教育支援計画の
作成・活用への助言

・学校への訪問支援
・ケース会議の参加
・研修会の実施
・就職や進学に関する情報提供
・個別の教育支援計画の
作成・活用への助言

＜相談支援＞
・専門的な助言や指導方
法のアドバイス
・子育て相談や就学相談

＜研修支援＞
・校内研修での講師派遣
・個別の教育支援計画の
作成に関する助言

＜連絡・調整＞
・教育、医療、保健、福
祉、労働等への連絡・
調整

個別の教育支援計画
障がいのある幼児・児童・生徒一
人一人のニーズを把握し、長期的
な支援を学校・園が中心となって
関係機関と連携し教育を行うため
の計画です。情報や支援内容の引
き継ぎに大きく役立ちます。
（H３０ 作成率 ９６.０％）
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地域で共に学ぶために

【小・中学校】

① 特別支援教育支援員の配置
・各市町村教育委員会が主となり、特別な支援が必要な
児童生徒への支援の充実を図るために学習支援員を
配置している。
（H30：小学校619名、中学校152名 計771名）

② 視覚障がい支援講師の配置
・通常学級に在籍する視覚障がい児の支援のために講師

を配置している。
（R1：小学校３校、中学校１校に講師を配置）

【高等学校】

① 身体に障がいのある生徒への介助員の配置

・肢体不自由等の障がいがあり、段差等における自力走行が不可

能な生徒が在籍する高等学校に対し、介助員を配置している。
（R1：６校に介助員を配置）

② 学習支援員の配置
・発達障がい等のある生徒が多く在籍する高等学校に学習支援員
を配置している。（R1：１８校に学習支援員を配置）

１ 小・中学校、高等学校における特別支援教育の充実

２ 切れ目のない支援体制の整備充実

【取組】
○すべての特別支援学校（23校）に地域支援センターを設置
○本校１５校に教育支援アドバイザを１名ずつ配置
○相談の充実や関係機関等との連携強化を図っている。

【相談・研修支援件数】

小・中学校等の教

員への支援機能

17%

特別支援教育等に

関する相談・情報提

供機能 38%

障がいのある幼児児童生徒へ

の指導・支援機能 25%

福祉・医療・労働など

の関係機関等との連

絡・調整機能 12%

小・中学校等の教

員に対する研修協

力機能 4%

その他 4%

【H30 相談・研修支援の内訳】

H29 H30

来校相談 1,292 件 1,424 件

出掛ける支援 1,392 件 1,146 件

教育支援
アドバイザーの相談

870 件

合 計 2,684 件 3,440 件 ３



【目的】
○高等部生徒の日頃の学習成果を発表する場
○高等部生の一般就労を促進する
○企業等への理解啓発を図る

４ 社会参加に向けた取組 【特別支援学校高等部卒業生 就職率の推移】

地域で共に生きるために

３ 交流及び共同学習の推進

【目的】
○共生社会の形成
○児童生徒の経験を広める
○相互理解を図る
○理解啓発を図る

＜地域との交流＞＜学校間交流＞

＜H26～H30 就職率＞

H26 H27 H28 H29 H30

福島県 18.4% 17.1% 20.1% 23.6% 25.4%

全国 28.4% 28.8% 29.4% 30.1% ー

（１）特別支援学校作業技能大会の開催 （H25～）
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＜ビルクリーニング検定＞ ＜喫茶・接遇サービス検定＞

① 参加生徒数

＜パソコンデータ入力検定＞＜店舗販売検定＞

② 入場者数

③ 大会の様子

５

（２）第７回特別支援学校作業技能大会

日時：令和元年８月２日（金） 場所：ビッグパレットふくしま
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一般 41 14 19 20 19 52 75

行政関係 0 6 9 11 4 23 18

福祉施設 11 27 20 33 42 76 47

企業 9 28 44 54 51 68 52

学校職員 17 84 125 146 144 151 210

保護者

家族
42 73 105 113 176 185 247

（人）


